
2016 ©Information Processing Society of Japan378

情報処理学会デジタルプラクティス　 Vol.7 No.4 (Oct. 2016)

1．はじめに

企業活動においては，技術内容を理解できる技術者（開

発者，研究者）自身が特許文書を読む必要性がますます

高まっている．それは，他社にない特許を出願したり，

他社特許に抵触するリスクを回避したりするために，あ

るいは他社がすでに開発している技術を知らないまま類

似の技術開発に労力を費やしてしまうことを避けるため

である．

しかし，特許文書には独特の読みにくさがあるために，

読んで理解する業務が本務を圧迫するほど大きな負担に

なるという問題が顕在化している．本稿では，特許文書

に不慣れな多くのユーザの特許読解を支援するため，特

許文書を読むために必要なノウハウを自然言語処理や機

械学習などの人工知能技術の実践的活用により機能とし

て実現した特許読解支援システムについて報告する．本

システムを利用することで，現状の業務を効率化すると

ともに，特許調査への心理的負担を低減させるという効

果もあった．

2．特許調査の実際

2.1　特許調査の種類
特許調査は，目的によって，以下のように分類するこ

とができる．

•公知例調査

特許を出願しようとする場合や審査請求をしようと

する場合に行うもので，すでに同様の技術が特許出願

されていないかどうかを調べるものである．

この調査は，特許の発明者となる研究開発部門で行

う場合もあれば，知財部門が行ったり，外部へ委託し

たりすることもある．

•侵害回避調査

製品やサービスを事業化する前に行うもので，他社

の特許を侵害していないかを調べるものである．

この調査は知財部門が行う以外に，開発現場の技術

者が行う場合がある．

他社特許を知らずに侵害してしまうと，多額の損害

賠償を請求されることになったり，製品の差し止めを

受けたりすることもあるため企業にとってはリスクを

回避するために重要な調査である．

•動向調査

研究の企画段階などで，研究分野の出願動向を調査

するもので，特許に付けられた分類や出願人（企業）

といった定型情報を集計する比較的浅い分析から，特

許の文書を人手で読み込んで分類するなどの深い分析

までさまざまなものがある．

このほかにも，特許の権利維持の判断や，売買を行う

ときの価値評価のための調査などもある．

いずれにしても，最終的には見つけた特許1件1件を

精査する必要が出てくるため，技術内容を理解できる技

術者が特許を読むという作業は重要である．
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2.2　特許文書の構造
特許文書は以下のような構造で書かれており，特許調

査の目的によって読むべきところも異なる．

•書誌事項（出願番号や特許の分類など）

•要約（発明の概要）

•請求項（どんなものが権利範囲に含まれるか）

•産業上の利用分野（何についての発明か）

•従来技術（関連の特許や論文には何があるか）

•解決すべき課題（どんな課題を解決しているか）

•解決手段（どのような方法で解決しているか）

•実施例（実際にはどのようにして実施するか）

•効果（発明の利点は何か）

たとえば，公知例調査では，解決手段や実施例が重要

になるが，侵害回避調査では，請求項が問題になる．動

向調査の場合は書誌事項の情報を使って集計を行った

り，要約に出現するキーワードを用いて分析を行ったり

もする．

2.3　特許調査システムの特徴

特許調査では，調査の目的にもよるが，蓄積された膨

大な特許情報から検索して関連のある特許の集合を抽出

し，抽出した集合を精査したり，分析にかけたりする．

特許検索ではおおむねどの調査でも，検索条件を探す

ための予備検索，本検索，検索結果の精査や分析という

過程を経る．特許文書には，IPCやFIなどの特許独自の

分類コードが付けられている．知財部門や調査会社のよ

うな特許検索の専門家はキーワードだけでなく，こうし

た分類コードを予備検索で探し，本検索のための検索式

を作成することで精度の高い検索を行う．予備検索でヒ

ットするものを確認する段階や，本検索後に精査する段

階で特許文書を読むことになる．動向調査では，本検索

により抽出した集合を分析ツールにかけることによっ

て，分析を行う．

特許検索の世界では，Webのようなランキング検索よ

りも，検索条件を定めて集合を抽出し，抽出した集合の

内容をすべて精査するといった検索方法のほうが主流で

ある．これは，調査した範囲を明確にする必要があるか

らである．侵害回避調査のように調査範囲を明確にする

必要がある場合には，このような検索方法が主となる

が，予備検索や公知例調査では，キーワードや文書を入

力として類似する特許文書をランキングで表示する検索

方法も実用化されている．本検索では検索漏れが問題に

なるが予備検索では多少の漏れは問題にならないためで

ある．公知例調査では，特許検索に不慣れな技術者が，

厳しい検索条件を与えて読める件数まで絞り込むより，

ランキング検索の上位を見るほうが，精度が高い場合も

ある．

分析は，定型情報を集計するものから，テキストマイ

ニング技術を応用して，集合の概要や特許間の関係性を

可視化する技術[1]も実用化されている．

2.4　特許調査システムの課題

特許調査には，特許知識の豊富な知財部門だけではな

く，技術内容を理解できる技術者も参加しなければなら

ない．

検索技術が進歩して，特許を検索する作業は技術者に

も可能になってきたが，特許を読み解く作業は依然とし

てユーザ（技術者だけでなく知財部門，企画部門や SE

部門なども）の力に頼らざるを得なかった．

特許文書には独特の読みにくさがあるために，検索に

よりヒットした特許文書を精査する業務が負担になって

おり，ユーザが難解な特許文書を読む負担を軽減する技

術の開発が望まれていた．

3．特許読解支援システムの実現

3.1　読解支援の必要性
特許文書における独特の読みにくさはさまざまある

が，たとえば以下のようなものがある．

•権利範囲を書く請求項では特有の言い回しで書か

れる

•請求項は，従属関係を意識しないで個々に読んでも

完結しない

•権利範囲を広くするために意図的に抽象的な言葉で

書かれる

•発明のポイント以外にも大量の文書が記述される

もちろん，社内教育などを通じて技術者が特許文書を

読み解くレベルを上げることでこの問題に対処すること

も可能ではあるが，個々人にとっては年間に数回程度の

特許調査をするためだけに教育に多くの時間をかけ，ノ

ウハウを習得することは難しい．

特許特有の読みにくさに対するプラクティスから特許

読解支援技術が生まれた．

特許に不慣れな技術者にも
特許を読めるようにする！
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3.2　特許読解支援システムの機能
 特許文書に不慣れな多くのユーザの特許読解を支援

するために，特許文書を読むために必要なノウハウをい

くつかの技術（請求項の構造解析技術，請求項の従属関

係解析技術，具体説明情報抽出技術，特定観点情報抽出

技術など）を組み合わせることにより機能として実現し

た特許文書の読解支援システムを構築した．

3.2.1　請求項の構造解析

請求項には，図1の例のように一文で権利範囲を書く

慣習があるため，文書が複雑で難解なものになるという

読みにくさがある．

特許文書を読むためのノウハウはいくつかある．たと

えば，請求項を読む場合には，「□□□において、△△

△と、○○○と、×××とを具備した☆☆☆装置。」と

いった典型的な表現パターンに沿って「と、」で改行を

入れて構成要素ごとの記述を見やすくすることができる

といったものがある．請求項の書き方にはさまざまな表

現のバリエーションがあるため，特許に慣れた専門家は

バリエーションに合わせてうまく構造化することで請求

項を読みやすくしている．

請求項に特有の言い回しをシステムに覚え込ませ，

ユーザが頭の中で読み解いていた思考をシステム側で行

うようにして，図2のように解析結果を可視化する．こ

れにより，発明の前提条件（図2では「おいて書き」と

表記），構成要素，構成要素の説明といった内容を素早

く読み取ることができるようにした（色とアンダーライ

ンについては後で説明する）．このような文書の構造化

技術により，請求項の言い回しを知らずに読もうとし

ていた技術者にとっても，ずっと内容が理解しやすく

なった．

3.2.2　請求項の比較表示

特許の請求項は，出願して公開されてから特許庁で審

査が行われる過程で，審査官と出願人のやり取りによっ

て補正が行われる．そのため，請求項は，出願した時点

と登録になった時点では内容が異なっている場合が多

い．請求項では，特許の権利範囲に含まれる発明の構成

要件が規定される．そのため，一般に請求項に限定が少

ないほど（抽象的なほど）権利範囲が広いことになる．

公開時と登録時の請求項の差は，審査官の拒絶理由に対

応して権利範囲が限定された結果である可能性が高い．

したがって，この差は，権利範囲を読み解くには重要な

情報である． 

そこで，請求項の構造化を応用して，公開公報と登録

公報の請求項を自動で対応付け，差分を抽出して表示す

ることで，権利化のポイントを明確化できるようにした．

図2の例について図3のように公開時の請求項を示す

とともに図4のように，その特許の公開時の請求項と，

登録時の請求項を対応付けて変化を見やすく整理して表

示する．図4の例では，登録時に「表示手段」「関係抽出」「距

検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置において、

少なくともテキストを含む情報を記憶する情報記憶手段と、

複数の単語を検索キーとして前記情報記憶手段から情報を検索する情報検索手段と、

該情報検索手段で検索された情報から検索キーとして用いられた複数の単語間の関係を抽出する関係抽出手段と、

前記情報検索手段による検索結果と前記関係抽出手段で抽出された関係とを対にして表示する表示手段

　
前記関係抽出手段は、前記複数の単語が 1文中に存在する場合は該 1文を形態素解析して単語間の関係を抽出し、

前記複数の単語が 1文中に存在しない場合には、それぞれの単語を含む文と文の間の距離を算出する

　

を有し、

ことを特徴とする
情報検索装置。
　

【請求項 1】（独立項）公開公報の請求項 1と類似

要素 2

要素 3

おいて書き

要素 4

要素の説明

要素の説明

要素 1

図 2　請求項（登録時）の構造解析例

検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置において、少なくともテキストを含む情報を記憶する情報記憶手段と、複数の単語を
検索キーとして前記情報記憶手段から情報を検索する情報検索手段と、該情報検索手段で検索された情報から検索キーとして用いられ
た複数の単語間の関係を抽出する関係抽出手段と、前記情報検索手段による検索結果と前記関係抽出手段で抽出された関係とを対にし
て表示する表示手段を有し、前記関係抽出手段は、前記複数の単語が１文中に存在する場合は該１文を形態素解析して単語間の関係を
抽出し、前記複数の単語が１文中に存在しない場合には、それぞれの単語を含む文と文の間の距離を算出することを特徴とする情報検
索装置。

図 1　請求項の例

特許文書を読むために必要な
ノウハウを人工知能技術
により機能として実現した！
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離算出」について限定が増えており，権利化の争点にな

ったと推測できる．

3.2.3　請求項の従属関係解析

請求項には従属関係があり，その関係を意識しないで

個々の請求項を読んでも理解することが難しい．

請求項の従属項では，「～ことを特徴とする請求項１

または２に記載の情報検索装置。」のように言語表現で

さらに発明の特徴が付け加えられるので，このような記

述パターンを蓄積して従属関係を抽出できるようにし

た．抽出は，正規表現の7種類のパターンを用いること

によりほとんどの場合をカバーすることができた．た

とえば，「/請求項([0-9０‒９]+)に?(記載)?[のした
]+/」や「/請求項(((請求項)?[0-9０‒９]+[、，,又は

またおよび及]+)+)(請求項)?([0-9０‒９]+)/」とい

ったようなパターンである．

請求項の従属関係を記述している表現を抽出し，図5

のように従属関係を構造化して表示する．これにより，

独立項から順に読み進めることができるようにした．従

属関係は，1対多であり，この例の請求項3では「請求

項１または２に記載の情報検索装置。」と書かれている．

請求項1にも2にも従属しているため，図5のように木

構造に展開すると，2回出現することになる．

3.2.4　具体説明情報抽出

請求項では，権利範囲を広くするために意図的に抽象

的な言葉を使って書くことが多い．

請求項で書かれている抽象的な言葉は，具体的な意味

が特許文書の中の実施例に書かれる場合が多い．そこで，

情報抽出技術を応用して抽象的な言葉の具体的な意味を

あらかじめ抽出しておいて，いつでも参照できるように

した． 

たとえば，請求項では「複数の単語間の関係」という

ように書かれていても，実施例では 『検索結果から単語

列と抽出規則との比較によって関係を抽出し、「ヲ格」「ガ

格」などを関係として用いたが、この関係としてこれ以

外にも文章を構文・意味解析して得られる格関係などを

用いても良い。』 と説明さ

れていたりする．

「として｣ や「とは」と

いった手掛かり語と記述の

パターンを利用して，抽象

的な言葉とその説明を抽出

しておき，特許文書中で出

てくる抽象的な言葉にリン

クを張る．たとえば図2で

は，青字でアンダーライン

の語句（「検索要求」「検

索装置」「検索キー」など）

にリンクを張り，クリック

することで具体的な説明を

参照することができるよう

にした．この機能により，

わざわざ実施例の中を探さ

図 4　請求項の比較表示例

情報記憶
手段

公開公報の請求項 1と登録公報の請求項 1の対比

情報検索手段 関係抽出手段 関係抽出 距離算出表示手段構成要素

公開公報の
請求項 1

登録公報の
請求項 1

少なくとも
テキストを
含む情報を
記憶する情
報記憶手段

複数の単語を検
索キーとして前
記情報記憶手段
から情報を検索す
る情報検索手段

該情報検索手段で検
索された情報から検索
キーとして用いられた
複数の単語間の関係を
抽出する関係抽出手段

前記情報検索手段に
よる検索結果と前記
関係抽出手段で抽出
された関係と対にし
て表示する表示手段

前記関係手段は，前記
複数の単語が 1文中に
存在する場合は該 1文
を形態素解析して単語
間の関係を抽出し、

前記複数の単語が
1文中に存在しない
場合には，それぞれ
の単語を含む文と文
の間の距離を算出
する

同一 同一 同一

--- ------

請求項 1

請求項 2

請求項 3
請求項 4

請求項 5
請求項 6

請求項 7

請求項 8請求項 9
請求項 10

請求項 8

請求項 8

請求項 8

請求項 8

請求項 8
請求項 6

請求項 3
請求項 4

請求項 5
請求項 6

請求項 7
請求項 8

請求項 8
請求項 8

請求項 8
請求項 6

図 5　従属関係の表示例

図 3　請求項（公開時）の構造解析例

を有することを特徴とする
情報検索装置。
　

検索要求に適合する情報を検索する情報検索装置において、

少なくともテキストを含む情報を記憶する情報記憶手段と、

複数の単語を検索キーとして前記情報記憶手段から情報を検索する情報検索手段と、

該情報検索手段で検索された情報から検索キーとして用いられた複数の単語間の関係を抽出する関係抽出手段

　

要素 2

要素 3

おいて書き

要素 1

公開公報の請求項 1
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なくてもユーザは抽象的な言葉に惑わされずに読み進め

ることができるようにした．

具体説明情報の抽出では，手掛かり語の直前を抽象的

な語として抽出するが，その具体的な説明がどの部分か

までは特定が難しく，現状では手掛かり語を含む1文す

べてを抽出するようにしている．構文解析や，言葉を意

味に踏み込んで扱うことができるオントロジー（概念体

系）を応用することにより，さらに簡潔な情報提供が可

能になるものと考えている．

3.2.5　特定観点情報のハイライト

筆者らは，人工知能技術を応用し，特許に書かれてい

る文書を係り受け解析し，自然言語の表現知識を利用し

て，その特許が何についての技術か（発明の対象），ど

ういった課題を解決しようとしているのか（発明の課題）

といった情報を抽出する技術を開発してきた[2],[3]．特
許文書の技術分野や観点によるが，8割前後の精度で抽

出できるようになっている．この技術を応用し，特許文

書中で発明の対象や課題を記述している部分を自動的に

ハイライト表示する．これにより，ユーザは読むべきと

ころに当たりを付けることができ，目的の情報へ効率良

くたどり着けるようになった．

特定観点情報抽出のさらなる精度向上には意味に踏み

込んだ解析が必要であると考える．

3.2.6　その他の機能

このほかにも，以下のような機能を実装しユーザの負

荷軽減に貢献している．

•各請求項から発明の構成要素名を抽出して表形式に

まとめて表示することで，特許の全体像を把握し，

詳細に読むべき内容を把握できるようにした．

•特許文書全体を構造化して，請求項，従来技術，効

果などの中から必要な部分だけを表示することで，

読んでいる場所を分かりやすくした．

•請求項の構成要素の中で最も特徴的な構成をハイラ

イトする（図2においてピンク色で表示されている

「抽出」のようなもの）．

4．特許読解支援システムの実用

4.1　特許調査システムの構成
読解支援技術を実業務の中で使って評価してもらうた

めに，検索システムとの連携が不可欠であった．

そこで，当社で研究開発しているテキストマイニング

技術を応用した特許検索システムを構築し，その公報表

示機能として特許読解支援システムを位置付け，検索か

ら読解までをシームレスに連携したシステムを構築し

た．図6にシステムの構成を示す．

このシステムでは，単純なキーワード検索のようなシ

ンプルなGUIにすることによって技術者が馴染みやすい

ようにした．これにより，知財部門でも研究開発部門で

も読解支援システムを実業務の中で使ってもらえるよう

になった．

実業務に耐えうるシステムにするために，特許の公報

データおよび特許の審査経過のデータを月に1度の頻度

で更新する体制を整えた．

また，ユーザからのフィードバックを受けながら実験

的にさまざまなデータや機能を取り入れた．機械学習技

術を応用した特許評価機能もその1つであり，特許の引

用関係や出願人が行うアクション（審査請求や補正など）

といった情報を特徴として，人手で行う特許の価値評価

を自動化する機能を実用化した．

4.2　実用性の評価手法
特許読解支援システムの実業務への貢献度合いを定量

化するため，ユーザへのアンケート調査とアクセスログ

の解析を行った．

アンケート調査は，読解支援のトップページにリン

クを貼り，知財部門11名，研究開発部門14名，その他

6名の合計31名から回答を得た．

4.3　評価結果
上記のようなシステムを開発して社内業務で利用でき

るようにすることで，社内の研究開発部門，知財部門の

ほか，企画部門やSE部門などにも広く活用されている．

アンケート調査を実施した結果では，平均で特許を読

読解支援加工済み
特許文書

書誌情報

読解支援サーバ

キーワード

概念検索サーバ
検索結果
読解支援

特許文書

データ更新
サーバ

検索用
データ

出願番号

Webサーバ

キーワード

検索結果

図 6　特許調査システムの構成図
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むのにかかる時間が約40％程度削減されることが分か

った．

特許読解支援システムは，試作されたのち社内業務で

活用されている．現場からは特許文書の解析誤りについ

てのフィードバックを多く受けている．現状のシステム

では，その都度解析ルールを修正するしかないが，手作

業によるルールの修正には限界がある．ユーザの操作に

よって，解析結果が正解か不正解かという情報を蓄積し，

機械学習によってルールを自動的に再構築する仕組みが

必要だと考えている． 

アンケート調査では，効率化以外にも図7に示すよう

に，半数以上のユーザが以下のような効果を感じている

と回答している．

•権利範囲を読み取りやすくなった

•特許を読むストレスが減った

このほかにも，「特許調査への抵抗感が少なくなった」

「大量の特許を読めるようになった」といった回答も多

く，特許調査への心理的な負担を低減させる効果が確認

された．また，特許文書を印刷する枚数も約半数の人が

2割以上少なくなったと回答した．

2年間の読解支援システムへのアクセス回数は15万回

程度で，実業務で使うツールとして定着した．

社内利用で効果が実証できた特許読解支援システム

は，2012年度に人工知能学会の現場イノベーション賞

（銀賞）をいただいた．ビジネスの現場における実問題

に関して，人工知能技術により解決したことが認められ

たためである．

5．特許読解支援技術の発展

これまでは一般的にどの分野の特許文書にも利用でき

る技術を開発し，読解支援システムに実装してきた．

しかし，それだけで不十分な場合は，読解の妨げが生

じていた．たとえば，化学分野の特許文書では，請求項

の書き方がほかの分野とは異なることや，化合物（化学

物質）名の羅列が多いことが原因である．

そこで，これまでの特許読解支援システムが特に苦

手としていた化学分野に特化した技術開発を行ってい

る[4]．

5.1　化合物名の認識
化学分野に特化した読解支援を実現するためには，化

合物名を認識することが重要となる．化学分野の特許

文書を一般的な形態素解析にそのまま通してしまうと，

化合物名の途中で分断されて抽出されてしまうことが

多い．

しかし，化合物名の認識を化合物辞書だけでカバーす

るには以下のような問題が指摘されている[4],[5]．
•日々，新物質が誕生するため，辞書の作成には労力

が必要

•表記に関する基準や方針が時代とともに変化

•医薬品などの商品名が増加

•表記法に自由度があるために，書き手が勝手に作成

•特許文書中で誤名称が発生

化合物の構造は置換基（原子の集まり）の組合せに

よって構成されている．化合物名の命名は多様だが，置

換基名を組み合わせる場合が多い（体系名）．そこで，

置換基名に使われる文字列を特徴素として機械学習を用

いることにより，化合物名を認識する方式について検討

した．

化合物名の認識は，まず，化合物名を構成する文字の

パターンにより候補を抽出し，これを機械学習（ロジス

ティック回帰）によって化合物名か否かを判別する分類

器を作成した．4,000件の学習用データ（正例1,267，負

例2,733）を用いて，分類器を作成したところ80.4％程

度の精度で化合物名を認識できるようになった．化合物

を認識できなかったものとしては，「アルデヒド」，「ア

ルミナ」，「アセトン」など置換基の組合せから命名され

ていないものであった．また，同じものに複数の呼び方

があったり，「-」などの記号の使い方によって起こる表

記ゆれが存在したりする．そのため精度向上には，この

表記ゆれをクレンジングする機能が必要である．

化合物名を認識できるようになったため，化合物名に

一連の IDを付けて判別しやすくしたり，化合物名にさ

らに詳しい情報へのリンクを付けたりするようにした．

0

請求項の従属関係を理解しやすくなった

大量の特許を読めるようになった

差異点の抽出がしやすくなった

特許調査への抵抗感が少なくなった

権利範囲を読み取りやすくなった

特許を読むストレスが減った

理解が深まった

5 10 15 20
人

図 7　読解支援の評価

化学分野特許の
読解も支援する！
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5.2　化合物情報の知識化
化学分野特許を読み解くには，化合物の構造や特徴を

集約して可視化することが必要不可欠である．

有機化合物の情報を蓄積しているデータベースには，

国内最大規模の化合物数（約350万件）を収録してい

る日本化学物質辞書（日化辞）[6]がある．J-GLOBAL[7]
サービスでは日化辞を統合し，有機化合物について，別

称，分子量，構造情報，各種法規制などの情報を利用で

きる．

しかし，5.1節で述べたように新規物質の増加に化合

物辞書が追い付かないという問題がある．

そこで，増え続ける特許文書から新規化合物情報を抽

出する方式について検討を行った．化合物構造の網羅性

を高めるため，特許文書から抽出される化合物名と化学

式の組を利用した．さらに，化合物の命名規則を利用し

て，部分構造に分解し，各部分構造名とその化学式の組

を利用した．

また，3.2.4節で述べた具体説明情報抽出技術を応用

して情報を抽出することで，化合物の機能・用途と代替

物質の候補も抽出できる．図8は特許文書から抽出した

化合物「ポリエチレングリコール」について，機能・用

途，機能・用途ごとの出現回数，代替物質の候補を示す．

5.3　複数の化合物情報の知識化
化学分野の特許では，図9のように化合物名が羅列さ

れるという特徴がある．

このような場合，複数の化合物を認識するために共通

構造とバリエーションを明確にすることにした．

そこで，5.2節と同様に部分構造に分解し，複数の化

合物群に共通する構造をそろえて，表形式に整理する技

術を開発した．図10は図9の例について，化合物名と

部分構造名を抽出し，表形式に整理して表示した結果で

ある．この例では，大きく2パターンに分類することが

でき，1つ例外的なものが混ざっていることも読み取る

ことができた．

5.4　オープンデータの活用
特許文書からの知識化では，部分構造と機能・用途

などの情報がある．一方で，特定の化合物の構造情報

や，数多く存在する別称を特許文書から正確に抽出する

ことは難しい．日化辞には，化合物の構造と，別称の体

系名や慣用名も収録されている．化合物辞書は日化辞や

Wikipediaがオープンデータ（機械判読に適したデータ

1,1－ビス（4－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン

1,1－ビス（4－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン

1,1－ビス（4－ヒドロキシフェニル）－3,3,5－トリメチル
シクロヘキサン

2,2－ビス（4－ヒドロキシフェニル）アダマンタン

2,2－ビス（3－メチル－4－ヒドロキシフェニル）アダマンタン

1,3－ビス（4－ヒドロキシフェニル）アダマンタン

1,3－ビス（3－メチル－4－ヒドロキシフェニル）アダマンタン

1,1－ビス（3－メチル－4－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン

1,1－ビス（4－ヒドロキシフェニル）シクロドデカン

1,1－ビス（3－メチル－4－ヒドロキシフェニル）シクロドデカン

1,1－ビス（3－メチル－4－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン

化合物名 母核 結合位置 置換基数
母核

炭素数
第 1 の置換基 第 2 の置換基 第 3 の

置換基
第 4 の
置換基

第 5 の
置換基

置換基 1 置換基 2母核置換基 1 置換基 2母核 母核 母核 母核
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1－，－3－,

2－，－2－,

1－，－1－,

1－，－1－,

1－，－1－,

1－，－1－,－3－,－3－,－5－, 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

5

10

10

12

6

5

10

10

12

6

5

6

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

フェニル

－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ

－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ
－4－ヒドロ
キシ

－5－メチル

4－ヒドロ
キシ
4－ヒドロ
キシ
4－ヒドロ
キシ

4－ヒドロ
キシ
4－ヒドロ
キシ

4－ヒドロ
キシ

4－ヒドロ
キシ
4－ヒドロ
キシ
4－ヒドロ
キシ

4－ヒドロ
キシ
4－ヒドロ
キシ

4－ヒドロ
キシ －3－メチル －3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

3－メチル

図 10　化合物群の比較例

図 9　化合物名を羅列している例

【００７４】
中でも、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン、１，１－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）シクロペン
タン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシ
クロヘキサン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）アダマンタン、２，２－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）アダマ
ンタン、１，３－ビス（４－ヒドロキシフェニル）アダマンタン、１，３－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）アダマンタ
ン、１，１－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロドデカン、
１，１－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）シクロドデカンが溶解性に優れるＰＣ共重合体を与えるという点で好ましい。

ポリエチレングリコール 
機能・用途 出現回数 代替物質の候補 
可塑剤 687  ジブチルフタレート  

ジオクチルフタレート  
界面活性剤 541 ポリビニルアルコール  
結合剤 192  ヒドロキシプロピルセルロース

 ポリビニルアルコール
 

カルボキシメチルセルロース 

図 8　化合物の機能・用途と代替の例
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アンケートにご協力ください　https://www.ipsj.or.jp/15dp/enquete/enq_dp0704.html

形式で，2次利用が可能な利用ルールで公開されたデー

タ）として利用できる．

特許文書から抽出した情報とオープンデータを相補的

に使うことにより，より網羅的で正確な知識を活用する

ことが可能になると考えている．

6．おわりに

特許庁が発行した『戦略的な知的財産管理に向けて―

技術経営力を高めるために―』という報告書[8]によると，
「特許情報の活用に関する将来像（理想像）」として，多

くの企業で「発明者自らが先行技術調査・分析を行い，

特許情報を活用できるようにする」と回答している．企

業にとっては，他社がすでに開発している技術へ無駄に

投資をしてしまうのを回避するばかりではなく，技術者

の一人ひとりが特許文書に親しむことで，特許になる技

術とはどういうものか，自分の持っている技術をどのよ

うに主張すれば権利化し保護できるのかといった特許的

な感覚を養うことができ，会社全体の知財力を強化する

ことができる．

特許読解支援システムを利用することで，技術者が特

許情報を読めるようになり，特許制度の目的の1つであ

る，他社の研究開発成果を利用して産業を発達させるた

めの特許情報の活用がより一層促進される．特許情報と

して発行される研究開発成果をベースとして新しい技術

の開発につなげることが可能となり，日本産業の発展に

も寄与するものと考える．

今後は，人工知能関連技術を仲介として，特許情報と

さまざまなオープンデータ，あるいは社内で持っている

データなど，多種多様なデータをつなげることにより，

単独のデータからは得られない有用な知識が得られるも

のと期待され，情報の有効活用の推進に寄与できるもの

と考えられる．本研究で，化学情報を扱ううちに，オン

トロジーのような意味構造の必要性が感じられるように

なった．たとえば，上位下位概念や，置換基間の結合の

階層構造などである．すでに医療分野などでは，オン

トロジーのLinked Open Data化の研究が進められている

[9]．特許情報を使ったオントロジー構築の研究も行われ
ている[10]．このような研究成果も応用することで，さ
まざまな分野に適応した特許情報およびオープンデータ

などの情報活用が可能になるものと考えている．
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